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【１】お知ら せ  
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●  講演会「絵本と 鳥 の巣のふしぎ  鳥の 巣が教えてく れるこ と」  

日  時：９月８日（ 日 ） 13： 30～ 16： 00  ≪参加申込 受付中 ≫  

講  師：鈴木  まもる  さん（画家、 絵本作 家、鳥の巣研 究家）  

会  場：大阪府立中 央 図書館  多目的室   定  員： 50 人   参加 費： 300 円  

対  象：子どもの本 や 自然に関心の ある方 （小学生以上 参加可 ）  

共  催：学校司書研 究 会「気になる 本を読 む会」、 IICLO 

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#060908  

 

●  新しい報告集が で きました  

『 2023 年度国際交流 事業報告集  国際講 演会「イタリア の絵本 作家  フランチ

ェスカ・サンナ自 作を 語る」／子ども向 けワ ークショップ「フ ラン チェスカ・

サンナさんと 絵本を つくろう！ 」』  2024 年 6 月発行  880 円（税込）  

http://www.iiclo.or.jp/06_res -pub/05_publication/index.html#hanbai  

 

●「大阪国際 児童文 学振興財団  研究紀要 」第 38 号の原稿募 集  

応募締切： 10 月 31 日（木）  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/04_journal/boshu.html  

 

●  当財団の運営を 応 援いただける 個人、法 人の皆さまか らのご 寄付を募って

います。寄付金は、当 財団が行う講 座・講演 会など、さまざま な事 業経費に充

てさせていた だきま す。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  

 

●  YouTube 版「本の 海大冒険」  https://www.youtube.com/@iiclo1196  

※公開内容一 覧は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

 

●  Instagram https://www.instagram.com/iiclo_official/   随時更新  
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●  Ｘ（旧 Twitter） https://twitter.com/IICLO_News  毎日更 新  
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【２】コラム  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

*****************************************************************  

『あの日のあ なた』 中川なをみ /作  大野 八生 /絵  くもん出 版  2024 年 6 月  

対象年齢：小 学校中 学年以上  

 

＊今回のゲス トは当 財団理事長の 宮川健 郎さん（Ｔ） です 。  

 

あらすじ：茅町と稲穂 村の間にバス が走り 始めた頃、４ 年生のし ずりは、メイ

と い う 転 校 生 と 出 会 う 。 同 級 生 の 家 が 養 蚕 を す る 中 、 し ず り の 父 が 製 糸 工

場 を 営 ん で い る こ と も あ り 、 し ず り は 級 友 と の 間 に 距 離 を 感 じ て い た が 、

大 阪 弁 で お お ら か な 性 格 の メ イ と 親 友 に な っ て い く 。 メ イ は 父 と 二 人 で 、

村 に や っ て き た 旅 の 人 た ち が 泊 ま る 、 村 の 乾 燥 場 に 滞 在 し て い た が 、 そ れ

によって、級友 やしず りの祖母はメ イを快 く思わない。し かし、しずりの祖

父 は メ イ を も て な し 、 し ず り を 応 援 す る 。 し ず り と メ イ の 出 会 い か ら 別 れ

までが描かれ る。  

 

Ｔ：不思議な 始まり 方の本だと思 って読 みました。  

Ｙ：しずりが紹介さ れ たあと、しずりが下 駄 をはいている ことが 語られます。  

Ｔ：そ れから、ひと 月 前から、村にバス が来 るようになっ たこと、バスの挿絵

を 見 る と ボ ン ネ ッ ト 型 の バ ス で あ る こ と か ら 、 ど う も 昔 ら し い と い う こ と

がわかってき ます。 けれど、設定 につい て特別な説明 があり ません。  

Ｙ ： し ず り と 友 だ ち に な る メ イ が も ん ぺ や わ ら ぞ う り を は い て い る こ と か ら

も時代がわか ります 。  

Ｔ：それでも 、時代が はっきり限定 されな い形にするこ とで、旅 の人というア

ウ ト サ イ ダ ー に 偏 見 を 持 つ 村 の 人 や し ず り の 級 友 の 態 度 が か え っ て 象 徴 的

に描かれてい るとい うことができ ます。タイトルにあ るよう に、ただ 、「あ

の日」の話な んです ね。  

Ｙ：な るほど。私は、はっきりとは してお らずとも、過去の 設定 にすることに

よって、偏見 が可視 化しやすい状 況にな ったと思いま した。  

Ｔ：この作品 は、メイ の他にも、家 の財産を 食いつぶして しまっ た芸術好きの

し ず り の 叔 父 さ ん や 、 家 族 で 旅 の 人 と し て や っ て き て 、 親 が 死 ん で 孤 児 に

な っ て 、 村 で い ろ い ろ な 家 に 雇 わ れ な が ら 生 き て い る 春 人 く ん な ど の ア ウ

ト サ イ ダ ー が 出 て き て 定 住 民 と 漂 泊 民 と の 出 会 い の 物 語 と し て 読 む こ と が

できます。  

Ｙ：しずりは 、村で生 まれ育ったと いう意 味ではインサ イダー ですが、農家 の

子 ど も で は な い の で 、 自 分 を ア ウ ト サ イ ダ ー だ と 感 じ て い て 、 そ れ ゆ え に

メ イ と 心 を 通 わ せ る こ と が で き る と 書 か れ て い ま す 。 自 然 な 友 情 関 係 が 楽

しく、心地よ く読み ました。  

Ｔ ： そ う い う 意 味 で と て も 今 日 的 な テ ー マ を 扱 っ て い る と 思 い ま し た 。 日 本

に 移 民 し て き た 人 た ち と 既 に 住 ん で い る 人 た ち が 、 ど う や っ て と も に 暮 し

ていくかとい う問題 です。  

Ｙ ： 薬 売 り が 紙 風 船 を く れ た り 、 ひ な 祭 り に 近 所 の 女 の 子 た ち が 集 ま っ た り

するなど、昔の風 習も 興味深かった です。ま た、冒頭で、しずり が バスから

降 り て 来 る の を 待 っ て い る お じ い ち ゃ ん は 、 い つ も メ イ と し ず り の 味 方 で

すが、それはな ぜかと いう謎が結末 で明ら かになる点も「 なるほ ど！」と思

https://twitter.com/IICLO_News


いました。  

Ｔ：挿絵も作 品の雰囲 気をうまく伝 えてい ますね。造園 家で、植 物の絵を魅力

的 に 描 く 画 家 で す が 、 人 間 を 描 く 目 も あ た た か く 感 じ ま す 。 し ず り と メ イ

の 表 情 が 、 出 自 と 関 係 な く 、 友 情 関 係 が 結 べ る こ と を 視 覚 的 に 表 現 し て い

ると思って読 みまし た 。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 107 回「めくらぶ どうと虹 」  

 めくらぶど うの苦 悩  

 

城 址 に あ る 四 っ 角 山 の 上 の や ぶ に 、 虹 の よ う に 熟 れ た め く ら ぶ ど う の 実 が あ

りました。かすか な日 照り雨が降っ たり霽（ は）れたりしたの ち、東の灰色の

山 脈 の 上 に 大 き な 虹 が あ ら わ れ ま す 。 め く ら ぶ ど う は 、 今 日 こ そ あ の 美 し い

虹と言葉を交 わし、〈 よるのそらに 燃える 青いほのおよ りも、もっと強い 、も

っとかなしい おもい〉を、遙かな虹に ささげ たいと思いま す。〈私 の命なんか、

なんでもない んです。あなたが、もし、も っ と立派におな りにな る為なら、私

なんか、百ぺ んでも 死にます。〉  

 

しかし虹は 、〈私 など はそれはまこ とにた よりないので す。ほん の十分か十五

分のいのちで す。（中 略）ところ があなたに かがやく七色 はいつ までも変わり

ません。〉 と述べ、 さ らに〈本とう はどん なものでも変 わらな いものはない〉

けれど、〈 みなかぎ り ないいのち〉であり 、〈すべてまこ とのひか りのなかに、

い っ し ょ に す む 人 は 、 い つ で も い っ し ょ に 行 く の で す 。 い つ ま で も ほ ろ び る

ということは ありま せん。〉と 答えます 。  

 

それでも納得 しない めくらぶどう が〈虹さ ん。私をつれ て行って 下さい。どこ

へも行かない で下さ い〉と言い ますが 、〈 虹はかすかに わらっ たよう〉な 様子

を見せたあと 、ほど なく消えてし まいま す。  

 

物 語 は 、 美 へ の 憧 憬 に 固 執 す る め く ら ぶ ど う が 、 美 の 象 徴 と も い え る 虹 に や

さ し く 教 え 諭 さ れ る 構 図 と な っ て い ま す 。 美 に 囚 わ れ る と 盲 目 に な り 、 そ れ

ゆ え に 自 我 に 囚 わ れ る 存 在 と な る め く ら ぶ ど う 。 対 し て 虹 に は 、 物 事 の 本 質

を知る賢者た る風格 があります。  

 

めくらぶどう の、虹の ためなら〈百 ぺんでも 死にます〉と いう捨身 の言葉は、

賢治の作品に しばし ば登場するも のです 。「銀河鉄道 の夜」に は〈僕はもうあ

の さ そ り の よ う に ほ ん と う に み ん な の 幸 の た め な ら ば 僕 の か ら だ な ん か 百 ぺ

ん灼いてもか まわな い〉とあります 。「よ だかの星」では、夜空 をめぐるよだ

かが〈灼けて 死んで もかまいませ ん。〉 と 繰り返します 。  

 

そ れ に し て も 、 自 身 の 命 と 引 き 換 え に し て も 、 め く ら ぶ ど う が 虹 に 伝 え た か

った〈もっ と強い、も っとかなしい おもい〉とは何なので しょう か。この〈か

なしい〉に は、生の 儚 さ、限りあ る命のなか で、美に憧 れ、美を 追 い求めても

到底到達でき ないこ とへの嫉妬や 失望、不 安や戸惑い、絶望や虚 しさ、苛立ち

や 畏 怖 な ど 、 あ ら ゆ る 感 情 が 含 有 さ れ て い る よ う に も 見 え ま す 。 め く ら ぶ ど

う が 抱 い た 苦 悩 は 、 そ の ま ま 真 の 芸 術 を 追 い 求 め た 作 者 自 身 の 苦 悩 で あ っ た

と言えるのか もしれ ません 。（ ペ吉）  

 

（本文の引用 は、筑摩 書房『宮沢賢 治コレク ション３  よ だかの 星』によりま



した。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ６１  

*****************************************************************  

 

とんとんとん  トラ ベッドさま  

よろしく  ね むねむ  

おねがいしま す  

とんとんとん ぴ  

 

（『トラベ ッド』 角 野栄子 /さく  スズ キ コージ /え  福音館 書 店  1994 年 6

月  p.50）  

 

ヒロのいもう とのア イちゃんは、一つにな ったばかり。おかあさ んも、おとう

さ ん も ア イ ち ゃ ん の 世 話 で 大 忙 し で 、 ヒ ロ の 話 を 聞 く 時 間 が あ り ま せ ん 。 ヒ

ロ は 児 童 館 で ケ イ く ん と け ん か を し 、 そ の こ と を お か あ さ ん に 伝 え た か っ た

のに、おかあさん は、「ちょっとまって ね 」と言って、アイちゃ んにおっぱい

を飲ませはじ めまし た。  

 

怒 っ た ヒ ロ は 、 ま ず 、 紙 に 三 重 丸 の 目 を 描 い て そ の 紙 を ぐ ち ゃ ぐ ち ゃ っ と ま

るめて、ぽーんと ほう りなげ、その紙を ふみ つけました。それ から 、アイちゃ

んのベッドに がおっ と、大きな口 をあけた トラの顔をか きまし た。すると、そ

の夜、一人で 寝ている アイちゃんの 部屋か ら「ウォーッ 」という 声がきこえ、

ヒロが行って みると、大きなトラが アイち ゃんを背中に のせて 歩いています 。

そのトラは、トラベッ ドさまだと名 乗り、ア イちゃんを食 べよう とします。ヒ

ロは、もっと おいしい ものをあげる と言い ますが、トラ は、あか んぼのほうが

いいと言いま す。  

 

ア イ ち ゃ ん は 、 さ っ き お か あ さ ん の い っ た お ま じ な い を 思 い 出 し て 、 ト ラ ベ

ッドのおしり をたた きながら、引 用のこと ばを唱えます 。すると 、トラベッド

は も と の ベ ッ ド に 戻 り 、 ヒ ロ は ア イ ち ゃ ん の ベ ッ ド に も ぐ り こ ん で 、 朝 ま で

いっしょに眠 ります 。  

 

姉 の 妹 に 対 す る 嫉 妬 心 や 両 親 に 対 す る 不 満 が 、 勇 ま し い 「 ト ラ 」 と し て 描 か

れ 、 子 ど も の と き の 私 を 含 め 、 共 感 す る 子 ど も が い っ ぱ い い る と 思 っ て 読 み

ました。スズ キコージ のトラベッド の絵は 迫力満点です 。そして 、トラをなだ

め る 方 法 が 、 お か あ さ ん か ら 聞 い た お ま じ な い だ と い う 点 が こ と ば の 力 を 伝

え て い ま す 。 子 ど も の と き 、 お 父 さ ん か ら リ ズ ミ カ ル な 物 語 を た く さ ん 聞 い

た角野さんな らでは の作品だと思 いまし た 。（Ｙ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

神 戸 市 立 小 磯 記 念 美 術 館 で ９ 月 23 日 ま で 開 催 さ れ て い る 特 別 展 「 絵 本 の 旅  

グリム、世界の昔 話、ゆかりの作家 と神戸 の出版文化」に行 って きました。神

戸市のＢＬ出 版が手 がけた 33 人の作家に よる絵本の原 画と資 料 220 点が展示

されています 。  

 

第１章  珠玉 の絵本 原画  ～能、バー ナデ ット・ワッツ、ガブ リ エル・バンサ

ンの世界、第 ２章  自 分の力を信じ る  ～ 今も昔も、世 界の子供 たち、第３章  



あ た ま を は た ら か せ て  ～ い き も の 、 お 仕 事 い ろ い ろ ～ 、 第 ４ 章  自 分 の 居

場 所 、 異 形 の 力 、 第 ５ 章  わ た し た ち の 大 切 な 暮 ら し 、 の 全 ５ 章 に 分 け ら れ

て、各作品には、書 誌 事項、画材やあら すじ 、作家からのコメ ント などが書か

れた丁寧なキ ャプシ ョンがついて いまし た。  

 

第１章の中で は、特に バーナデット・ワ ッツ の『ラプンツェル 』、『 ヘンゼルと

グ レ ー テ ル の お は な し 』（ グ リ ム 原 作  福 本 友 美 子 訳  2006 年 ６ 月 、 １ １ 月  

以下、すべて BL 出版発行）が印 象的でし た。エッツ の描く植 物はいつも味 わ

い深い色合い ととも に、縦の線が 美しく、植物の力を感 じさせ ます。絵を見 て

いると、ドイ ツの森 に迷い込んだ ような 気持ちになり ました 。  

 

第３章の『 アリのメ ア リ』（ いわたま いこ作  2022 年 5 月）は 、切 絵作品です。

特 に か た つ む り と メ ア リ が 会 話 を し て い る 場 面 は 、 か た つ む り の 網 の 目 の よ

う な 体 や 縞 模 様 の 殻 の 線 が 繊 細 で 美 し く 、 指 の 先 ぐ ら い に 小 さ い ア リ の メ ア

リの表情まで わかり ます。原画で みると、紙の切り口が 見えて、自然界が立体

的に感じられ ました 。  

 

第４章の『鳥 の島』『 ぴかぴかぷつ ん』『 森 の木』（川 端誠作  1997 年 11 月）

は、「自 家製新聞 紙粘 土で盛り上げ 、アク リル絵具着彩 、マッ トメディウム コ

ーティング」の作 品。迫力満点の絵 は、自然 の持つ力を強 く訴え てきて、まる

で 立 体 的 な 絵 巻 物 を 見 て い る よ う で す 。 こ の 絵 本 は ず っ と 語 り 継 が れ 、 出 版

され続けてほ しいと 思いました。  

 

さ ま ざ ま な 作 家 の 絵 に 絵 本 の 多 様 性 を 感 じ 、 想 像 の 翼 を 広 げ る こ と の で き る

空間でした 。（Ｋ）  

 

神戸市立小磯 記念美 術館  https://www.city.kobe.lg.jp/koisomuseum/  

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第１ ２回  

*****************************************************************  

第４章  宮川 ひろ  

その２  『春駒 のうた 』、『 先生のつう しんぼ 』、そして 、『夜 のかげ ぼうし』（ 後

半）  

 

これまでの三 つの章 では、坪田譲治先 生、前川康男先生、今 西祐 行先生、あま

ん き み こ さ ん の こ と を 書 き ま し た 。 こ の 先 生 が た と 母 宮 川 ひ ろ の か か わ り を

軸に書きまし たから 、もう、すでに、母の デビュー作『るすば ん先生』（ポプ

ラ社 1969 年）のころ までを述べて います 。  

 

第４章では、 宮川ひ ろ（ 1923～ 2018 年）のデビュー以 降のさ まざまを作品 に

即 し て 振 り 返 り ま す 。 母 も ま た 、 私 の 出 会 っ た 児 童 文 学 者 に ほ か な り ま せ ん

でした。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

 

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

https://www.city.kobe.lg.jp/koisomuseum/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html


■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●「大阪国際 児童文 学館を 育てる 会」 2024 年度総会記念行事  

講演会「オラ ンダ語 の子どもの本 の現在 」  

講師：野坂悦 子（オ ランダ語翻訳 家、作 家 ）  

日時：８月 10 日（土 ） 13： 30～ 16： 30  場所：ドーン センタ ー（大阪市）  

主催：大阪国 際児童 文学館を育て る会   ※有料、要 申し込 み  

 

●  企画展「没後 10 年  古田足日 のぼう けん」  

会期：８月 10 日（土 ）～９月 29 日（日）  

会場：県立神 奈川近 代文学館  

時間：９： 30～ 17： 00  ※  有料、休館 日あり  

主催：県立神 奈川近 代文学館、（公財） 神 奈川文学振興 会  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『あの 日のあなた 』を

プレゼントし ます。ご希望の方は 、プレ ゼント応募フ ォーム から、 (1)お名前  

(2)郵便番号・住所  (3)電話番号  (4)メール アドレス、よ ろしけれ ば  (5)この

メルマガのご 感想を お書きのうえ  ご応募 ください。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/1GzdaWoDzE4pc7ku8  

締切は８月 13 日（火 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

夏のイベント が目白 押しです。夏 祭り、 サマーフェス 、花火 大会と盛りだ く

さん。体力を 蓄えて 参加するもよ し、涼 しい場所でゆ っくり 読書を楽しむ の

もまた一興で す。（ Ｔ Ａ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/1GzdaWoDzE4pc7ku8
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

